
 

 

セントラルコンサルタント株式会社の業務紹介  05-河川-01   

  住民参加型の川づくり 
 

 今日の川づくりは、住民意識の多様化や環境への関

心の高まりを受け、様々な対応が求められています。

平成 9年の河川法改正では「河川環境の整備と保全」

が明確に位置付けられると共に、整備計画への住民意

見の反映が盛り込まれました。 

弊社では、このような社会環境の変化を踏まえて、

河川部門と計画部門が協働することにより、それぞれ

の得意とする技術を活して住民参加型の河川プロジェ

クトに取り組んでおります。 

ここに、その一例として黒目川の川づくりを紹介しま

す。 

１ 黒目川の取り組み（埼玉県） 
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黒目川は埼玉県の南西部に位置する一級河川で、流

域の都市化が進展する一方で、黒目川が有する水辺空

間と河川環境の大切さが理解されるようになってき

ておりました。 

このような、住民意識の高まりを受け、埼玉県では

黒目川の沿川住民、学識経験者及び行政機関による

「黒目川改修計画策定委員会」を設置し、川づくりの

基本方針と改修計画を検討することになりました。 

同委員会では合同現地調査、パネルデスカッショ

ン、アンケート調査を実施し、黒目川のあるべき姿に

ついて多くの住民意見を反映した内容が取り纏めら

れました。 

また，工事が実施された区間について施工状況を検

証し，委員会関係者と協議の上で課題を取りまとめ，

整備計画案のモニタリングを行っております。 

委員会風景 

東武東上線～東林橋 

東林橋～新高橋 

新高橋～溝沼黒目橋 



 

 

住民参加型の川づくり－２ 

お問い合わせ先：東京事業本部  環境水工部  

セントラルコンサルタント株式会社 
http://www.central-con.co.jp 

２ 整備の基本方針 
 

整備方針は、当面の計画雨量152mm（50mm/h）に対して治水安全度を確保することを目標と

し、自然環境の保全と再生を図ると共に、多くの人が散策や川あそび等ができる親水性を維持し、川

づくりに地域住民が参加することを掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 関連業務実績 

・黒目川 黒目川流域川づくり検討   （平成７年度 建設省荒川下流工事事務所） 

・荒 川 葛飾区，墨田区荒川市民会議運営支援 （平成８年度 建設省荒川下流工事事務所） 

・北斗川 北斗川住民参加型河川設計   （平成９年度 愛知県岡崎市） 

・千種川 千種川自然体験ふれあい川づくり詳細設計業務 （平成１２年度 兵庫県） 

・最上川 糠野目地区水辺の学校設計業務   （平成1２年度 山形県高畠町） 

・日野川 日野川日吉津環境護岸等設計業務  （平成1３年度 国土交通省日野川工事事務所） 

本業務は「ＦＲＯＮＴ：(財)リバーフロント整備センター」2001年9月号で紹介されました． 

主な整備内容 
治水面での整備 

●堤防の嵩上げによる越水

被害の低減 
●河床掘削による流下能力

の確保と内水被害の低減 

環境面での整備 

●多様な自然環境を有する高

水敷や洲の復元・保全 
●桜並木の保全 
●多自然型護岸の整備 

親水面での整備 

●水辺の散策路の整備  
●高水敷への階段・スロープ

の整備 

黒目川の現状 治水上の課題 
●樋管の閉塞による内水浸水

被害の発生 
●堤防高不足による越水被害

発生の可能性 

豊かな周辺自然環境 
●周辺に畑地や斜面林が残る 
●瀬や淵，湧水の存在 
●多様な河川環境 

親水・レクレーション活動 
●周辺の都市化 
●ふるさとの風景がのこる 
●多くの人がジョギングや散

策、自然観賞などに訪れる 

整備の基本方針 治水安全度を向上させる 
川づくり 

自然環境を保全・再生し、 
育てる川づくり 

多くの人が水辺に親しめる

川づくり 

○河床の一部だけを深さ１ｍ程度

掘削。 

○堤防を0.5～2.0m嵩上げする。 

○両岸の管理用通路は幅4mを確

保し，従来通り桜並木の河道側

に設置する。 

○河床全体を深さ 1m 程度掘削。

堤防を0.5～2.0m嵩上げする。 

○当初計画より計画高水位を抑え

られるので，堤防の嵩上げは数

cmで済む。 

○管理用通路は幅 3m とし，用地

に余裕のある箇所では桜並木を

堤内地側に移す。 

○法面勾配をゆるくする。 

(1:2.0→1:2.3) 

管理用通路4.0m 

盛土 

管理用通路4.0m 

盛土 

現在の河床 掘削 

現計画水位 
▽7.39 

改修後水位 

▽7.93 

+0.53m 

樋管 

【当初計画の断面】 

管理用通路3.0m 

盛土 

管理用通路3.0m 

盛土 

現在の河床 全体掘削 

現計画水位 

▽7.39 
改修後水位 

▽7.40 

+0.01m 

樋管 

【委員会で見直した後の断面】 


